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水中衝撃波法 (AqtJmtJlr'1eclM,que)を用r,tて赦tIのけ兆の畑&圧を榊7iIL･今までに沖

近し1=7flのh一興(8条件)の浄iLEEの火ih結果と,次式を用いて群山したは虹 の計井蛙と

を比較挨T4した.

l'd;011571yA()-05･IWA+0】92～4') (枇比は CGS)

その結束.嫌速がほは ､.CKK)m/teC以上の化合嫌雛や砂常ダイナ1イ トの切創 これ 氷帯Hl
さ戊とt十芥煉抜放とのmに椀枇 JYl迎rまtBめられない那,刑Atを多く作んだ低頒迎 (4･000-

日00n/SeC)の粉状煉雅 (あかつき煉非と tkllLC 6̂0%)の火浦横荏丘は･軒井虻よりもや

や恥 ､という紡県が'tqられた.
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近年,t子ff井韓の井itにJ:つて従来ガき得なかっ

たよう/L狸NLな典件の41台lこけnhに発生ナる¢力状

基のAi折が可Jiとなってきた.たとえfL,什占折牢の

gl合について考えてみると,分を所掌に上る材料の変

形状鼻や鼓3tの妊印などを淫Zi庄とけfIの任官･たと

えIf状旦方包式.などを用いて行なった衣桁 ト拝のkt

3EからA8折しうるようになってきた.1〉.1'.)-このこと

は.diJI仲 に上る打ftの変形や帯地状況の辞折と多

くの条件の着分lこついて行なうことによって.口的に

合繋 した火罪刑の性能と介理的に検TlLうろことを示

唆している.このようなことをするためには.上TL己の

ように相加 一に叩け るデータがまず必瀬 とJ-+-ら.さら

にまた.はim Bの検肘という搬瓜からtIA+札正の知

れ結果は邦妹あるものとL行えられる.そこで今回は

さきに公RしたJ&ZL圧の辞l定法をluいてさらにをbLの

頒藁の煉鮎 のPI淀を行ない,その出典をFIい ては拝

圧と壮迎および密度との開脚 こついて挽tlLたので.

その括菜について報告する.

? iliIJ王のaI定席ZZおよび方法

2IZLEEをjR定するたわlこ用いた水中折牢鼓鼓の榊

および方法r_すでに淑8L-)に示してあるので,ここで

はその叫 を汁qtlこSi明ナることにする.

いま,FIE H=示すようJ= 胴 を用いて水を祈窄

するglnLに.薬包のヰ面.すなわち.畑■鼓の退行JJ'

F■g I l'nncLF'1cofAquarlum 'r∝hn)quc包と水との蚊外h一上における圧力と E

､rその位妊1こおける水tll折額波の伝播逆圧を C',水の

蘇虻を p･とすると.これらと水を排 したA■波の伊達D･



J

ば,p甘く≡).Og/cm3)と Ctrとを測定することによ

ってPvの仕を求めることができる｡なお,水中押撃

波の PyとCvとの閑掛ますでにM.A.Cookらに

よって求められているので.(Fig･2),今回はそのデ

ータを用いてCvの英知結果からPvを求めるという

方法を採用した｡

薬包娩面と水との境界面から水中-投射される水中

衝撃波の初期の伝播速度Ctrの伍を求めるために'今

回は,水中衝撃波の汝硬においては水の稚気伝導度が

非常に低下しているという現象を利用して,衝撃波の

到達を鬼気的に検出するという方法を用いた｡すなわ

ち薬包鱒面上および輯面から3mmまたは5mmの点

に殴匠した2対の屯極を用いて水中餅撃波がこれらの

位匿に到達ナる時間を粥定し,それらから上田の区間

内の水中衝撃波の平均伝椿速度を昇出し,さらにその

伍とさきに爽施した薬包騰両近掛 こおける水中帯革波

の伝播にともなう頒轟圧の減衰状嬢の英和結果とを用

いて薬包堆面上の衝撃波伝播速度 Ctrを求めるという

方法を採用した｡このようにして求められたC▼の任

と,Fig.2に示した関係とを用いてPwの伍を求め,

これらの伍を (1)式に適用して燥虹 を昇出した｡

刑g.2 ShockPAratneterResultsforWater

(20℃±5℃),(allerM.A

.Cook)3. 爆薬および央観点件嬢重圧の油定

は次に示す5条件について行なった｡I. TNT(A=0.

8g/cm8)2.TNT(△=1.0g/cm

a)3. PETN (△-0.9g/cm8)VoL.IもNo.lJIWl 4. 2号榎ダイナ-1イト(△=1.5g/

cml)5･ あかつき爆薬 (△=1･Og/cm8)

爽政に際しては,まず.外径44mm,内径38mmのボール紙筒の内恥 こ黙殺が薬径のはば4.5倍(約

17cm)となるように爆薬を装填した

｡したがって,薬包は裳境南庇によって典なること

になる｡使用した薬流は次のとおりである｡TNT

(A-0･8g/cma)の場合, ]60gTNT(A-1･Og/cma)の番合, 200g

PETN(△-0.9g/ctTL3)の場合, 1
80g2号榎ダイナマイトの歩合

, 300gあかつき

爆薬の勘合, 200gな払 これらの爆薬の起爆には

,重完爆長をできるだけ短かくするために.6号怒

気雷管7本を束ねたものを同時に足軽して行なった｡

さらに,薬包の水中へ入れる方の端面から20mmの

仕掛 こ先端をTNTでコーティングしたイオンギャップを押入して

水を蹄撃した軽費波の爆速も同時に油走した｡4･

典故結果および考察Tat)le]は突放賭果を-ま

とめにして示したものであって･この糞には今回の央軌結果のみならず.参

考のために,前報に示した魚種の付薬の爆鼻圧の湘定

結果も合せて示し,さらに英耽データが正規分布を

すると考えて信頼係数を0･95(

危険串 :0.05)とした妙合の畑轟圧の倍額区Ml餌,および (4)

式として示したJonesによる爆鼓圧の計算式に爽

蜘した密度と棒速との任を代入して計辞した爆重圧の

計昇任をも参考のために示しておいた｡さて燦義

理Bにおいては爆垂波を一粒の衝撃波とみなし.その基

礎式の一つとして (2)式と同 じ形 の(3)式の関

係が用いられている｡Pd-△ ･D･W - ---

･･･････- ･･-･-I-･くさ)ここにWは偉さ波内の粒子

速度である｡さらに,衝撃波の歯合には,一般にその伝播速度は波内粒子速度Vの一次閑欺で

あるからい,爆轟波の場合もWはDの一次関係であると考えることがで

きる｡したがって,多くの研究者によって最示されている燥苑の密度と燥速とから藤並圧を井出する式

は,いずれも燥轟圧を癖庇の関数と燥速の2乗との功という形で示されている○)｡すなわち

,Jones:Pd=0.4157△(I-0.54知△+0.1925△i)
･D1--日-･(C.G.S.)-･･t-･･･く

4)PAtCrSOn:PJ=0.3
846△(1-0.33L6△+0.0007△l)･Dl････-･････(C.G.S
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と教わナことができる.ここに T(△)は△の閑散

である.そこで.今回の火洲柿姓を 】Jd/I)lと△ との

朋妹として朗示してみた.それを示したのが Flg 3

である.El鳩 )には (1)式の側鎌が破良で示してあ

ち.さらにまた.FIJl)に示したそれぞれの付薬のa(

洲牡jLEEの平均仏から?拝めた瓜Lr･中火とナろ絵の簸分

は Table=こ示した付81即 qN上?耕 IILた IT./l}lの

IaNi荘川仙女挿したものであも.

まで.兆洲データから収めたそれぞれの杜邦の錘b

Lfの平均班と, (1)式を用いて井山したiAJLEの虻

とと対比してみると,PE;TN(△goPEeml)以外は

いずれもIrJf虻より平均帆のガが希い班をホ して い

る.しかし lLiMデータにはILr>つきがあるから,早

均虻と計JrVlとを対比ナるだJJでは.米浦した性軒

の方が (1)式に上る針井虹よりも掛 ,位であるとい
うことはでき/LLい.そこでつぎに.F■g )に示 した(,7

hr!帆との榊除とみてみることにする.TaCi紙数095

に対する竹折EPlとは.上妃のように1珊 佃のデータ

から#山した付頼Linq州 こ水わようとして い る もの

(このg)合はi一血圧)のrEの班(これはDjl-a:件で票那

H 帖 nV▲■リ'd '○伽 ' lnhn iL,TZ

一一･･ R山(一帥 OIPdJDl吐 血亡-tAt■dty
LJdrqlqr7dJ【()

olTNT仏■0.0) oZTNTrATIOl

I,3 PETN【A･09) ●ArJoとEnokldI
◆5AhlSuu Oる PETNITTJT

●7Ge叩 l与OIL' '8 白dlt● A～OIJ'
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回の軸定を行なった静合に得られる無限個のTl--タの

平均柾とみなすことができる)が存在していると推定

した槍合に.それが正しい地中が0.95であるような区

間ICある｡いいかえれば,上妃の条件で無限回の爆藤

圧油定を来港した場合に得られる平均任が Fig.3に

示した放分内にあると推定した場合に,その推定が正

しいという曲率が0.95であるということになる｡そこ

でこのことを金額に旺きながらFig.3をみてみると,

白丸で示した化合爆薬の場合はすべて (4)式を用い

て計辞した計昇任が倍額区間内に存在している｡した

がって,今回の爽軌結果では (4)式を用いて計辞し

た計昇任と化合爆薬類の爆凍圧の位との閥に差がある

とみなすことはできない｡つぎに,ダイナマイトの爆

較正をみてみると,その平均位 (瓜丸)をみるかぎ少
ではダイナマイトの央珊瑚載正の方が計昇任よりも高

い燥轟圧を示している｡しかし,2号榎ダイナマイト

と Geoge160%の場合には,化合爆薬の場合と同様に

計昇任がそれらの倍額区間内に存在している｡したが

って,上紀の2つの恭柾に陶しては計昇任と英和虻と

の問に墓があるとみなすことはできない｡しかし,あ

かつき爆薬の歩合と BeliteA60% の場合には計昇任
は倍併区間内に存在していない｡したがって今回の東

郷データからは,この2唖のダイナマイトの腰衣圧は

(4)式を用いて針弁した爆菰圧よりも揃い伍である

と推定しても,それが駅まっている袖串は0.05と非常

に低いから,95%の租からしさをもって蓮があるとい

いうろことになる｡そこで.あかつき爆薬と BeliteA

60%の組成,爆速などに注目してみると,これらはい

ずれも硝安を多く含んだ粉状の低爆速爆薬であること

がわかる｡

以上のように,藤並正の油定を来港した薬範がそれ

ほど多くないので明掛 こは骨えないが,現在までの央

鈍結果をみるかぎクで払 TNTやPETNなどのよう

に鵬 が4000m/sq 以上の化合燥弗や謬質ダイナマ

イトの爆血圧は(4)式の関係を用いて併 しうるが,

Y●1.分●NL一.lql

硝安を多く含んだ鵬 の砂状爆薬の頻轟圧は (4)

式より求めた肝昇任よりも高い任を示すのではないか

と推定することができた｡

5. 括 曹

今回は水中師帝政法を用いて欺笹の爆薬の爆轟正を

網走し,得られた爆亜圧の乗取鼓栗と,前報に示した

準者のうちの一人である佐々がカナダに好在中に溺定

した爆轟圧の央湘データとを用いて,爆薬の癖庇おJ:

び鵬 と燥轟圧との脚係について検肘した｡その冶

果,今までに得られた央軸データからは,鵬 がはば

4000m/8eC以上の化合爆薬や店質ダイナマイ トの央

鮒爆載圧と.唾庇と糠速との位から爆虹 を軸 的に

井出する計井式を用いて肝辞した煉轟圧との問には執

着な生曲は滞められないが,硝安を多く含んだ低側

の粉状棚 の勘合には央粥燥菰巳の方が計昇任よりも

ややおい伍を示すという冶果が薄られた｡

なお,今回の典故は旭化成工英株式会社あいばの工

場で爽為させていただいたものであ?,さらに,上妃

の推定を抽かめるための先晩は日本浪慮托式会杜氏盈

工場で央蕃させていただいた｡ここに浸して戯 する

次姉である｡
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